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京都市立病院紀要 41 巻をお届けいたします．本誌は 1982 年 3 月 17 日に創刊され 40 年の節目を迎え

ました．元々年 1回，主に診療部の業績報告としてスタートしましたが，2003 年からは看護部の看護研

究収録集を 1号として位置づけ，冊子として年 2回刊行してまいりました．この間，2004 年には各部門

の研究内容をポスターセッション研究発表会集録として，また翌2005年からは院内合同研究発表会集録

と発展的に改名して掲載，以後他の部門からの投稿も徐々に増え，2009 年からは 2号に地域医療フォー

ラムの内容を加えた今の形になっています．

以前からペーパーレス化の議論を重ねてきましたこの紀要ですが，いよいよ今年度より完全電子化を

図る事になりました．それに伴い発刊も年 1回とし，ホームページ上に公開させていただきます．掲載

内容については，2回分の内容を 1つにまとめた形となり，41 巻には第 18 回院内合同研究発表会と第

31 回地域医療フォーラムの内容，2編の研究と 3編の症例報告が掲載されています．これで印刷代等の

コストの削減や資源の消費を抑えることにつながり，利便性も向上しますが，私個人としては紙ベース

の書物の良さを味わえなくなる寂しさも感じます．

本紀要に限らず，最近ではいろいろなところでアナログからデジタルへの転換の流れがあります．一

昨年から始まった新型コロナウイルスのパンデミックで，学会，講演会，研修会などの現地開催がこと

ごとく制限を受けている状況ですが，こういう事態になったからこそ，WEB開催の導入が急速に進ん

だとも言えます．時代はいずれポストコロナを迎えますが，IT化はその経済性，利便性ゆえにますます

加速していくでしょう．

これが社会の進歩と捉えるべきなのでしょうが，便利になる反面，直接会って顔を見合わせ関わり合

う機会が減り，現場の雰囲気，臨場感，相手の細かな表情の動きなど，人の感性に関わる部分の経験値

が減っていく事になり，ひいては人間関係の希薄な社会になっていくのではないかと一抹の不安を禁じ

得ません．もちろん，IT化に反対しているわけではなく，この流れを止めることはできませんが，だか

らこそ余計にそういう面での配慮が必要になると思います．人と人との付き合いを大切にし，お互いを

思いやる気持ちを失わない社会であってほしいと願っています．

最後になりましたが，本紀要41巻の執筆，校正，編集に携わっていただいた皆さんに深謝いたします．

令和 4年 1月

京都市立病院機構京都市立病院

　　　院長　　黒　田　啓　史

巻　　頭　　言


